
国道４７９号

茨木土木事務所

【河川維持（建設）】

勝尾寺川 河床低下対策工事

（Ｒ４ 川合橋下流）

令和４年度

主要事業実施箇所図

【茨木土木河川砂防G】

【河川維持（建設）】

安威川 護岸補修工事

（Ｒ３ 太田橋下流）外

【河川維持（通常）】

安威川 堆積土砂除去工事

（Ｒ３ 宮鳥橋上下流）

【河川改良（公共・単独）】

芥川堤防補強工事

（Ｒ４ 高槻橋上流）

【河川改良（単独）】

上の川 治水対策

（市協定）

【河川改良（単独）】

上の川 周辺まちづくり基盤整備工事

【通常砂防（公共）】

淀川水系二釜南

砂防堰堤工事（Ｒ３）

【急傾斜（公共）】

奥今滝（1）地区

急傾斜地崩壊防止工事（Ｒ４）

【河川維持（建設）】

女瀬川 河床低下対策工事

（Ｒ３ 女瀬川橋下流）

【河川改良（単独）】

芥川堤防補強工事

（Ｒ３ ＪＲ橋梁上流右岸）

【急傾斜（公共）】

奥今滝（1）地区

急傾斜地崩壊防止工事（Ｒ３）

【砂防修繕】

下垣内地区急傾斜地

崩壊防止施設補修工事（Ｒ４）

【河川維持（建設）】

水無瀬川 護岸補修工事

（Ｒ３ 調子橋上流）

凡 例

新規工事（R4発注）
※第１回定期公表

継続工事（R3発注）
※繰越含む

資料６
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（春日橋上流～

巡礼橋下流）

芥川
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対策優先箇所 ： 土砂の堆積状況に加え、川沿いの市街化の状況や氾濫時の影響を考慮し、

計画的に対策を講じていく箇所

（その他の区間においては、適宜、河道内の状況を確認の上、土砂の堆積

状況等を踏まえ、必要に応じ対策を実施）
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東檜尾川

（落合橋上流）

水無瀬川

（新水無瀬川橋上流～水無瀬橋下

【凡例】

：

：
洗掘箇所、堆積箇所
が点在

： 大阪府 管理河川

： 国 管理河川

： 低下傾向

堆積傾向

： 対策優先箇所



【実施イメージ】
◆ 対策の実施にあたっては、堆積土砂を利用し、河床が低下した箇所へ埋戻しを行うことや、河道内に流れを
阻害する樹木がある場合、伐採を併せて行うなど、引き続き、効果的・効率的な対策に取り組む

【現 状】

【５か年計画】

適切な河道管理について R4.4 大阪府 都市整備部 河川環境課

実施方針: 国の緊急浚渫推進事業債の予算を活用し、社会的影響度の高い堆積土砂を解消

※ 樹木については、除根など再繁茂対策の実施

局所洗掘 土砂堆積

草木の繁茂により河道が固着化し、
治水機能に支障をきたす程に二極化が進行

計画河床
平常時

洪水時

袋詰玉石等により
護岸基礎の保護

計画河床

堆積土砂を利用し、
洗掘箇所へ埋戻し

みお筋付替えと草木対策を実施し、
河道が更新されやすい環境に改善

樫 井 川

対策前 対策後

◆ 前期5ヵ年（H29～R3）において、国の3か年緊急対策を活用し対策量を倍増
 氾濫時の影響が人家や道路など重要インフラへ及ぶ危険性のある堆積箇所において、集中的に対策
したことにより、優先度Aが解消及びBについても大幅に解消し、河道の改善が図られた。

（対策土量は約2.2倍 これまでの対策(H24～28):37万m3 ⇒ 集中対策期間(H29～R3):81万m3）

◆ この5か年（R4～R8）においては、現状の河道を維持するため、引き続き、緊急浚渫推進事業債を
活用し、適切な河道管理に取り組む
 河道内の土砂の堆積状況に加え、川沿いの市街化の状況や氾濫時の影響などを踏まえ、
優先度（A～C、経過観察）を付けて計画的に対策を実施

堆積土砂対策の実施範囲

5か年計画(R4～R8)
の対策範囲イメージ

対策後

余 野 川

対策前

低 中 高

20%以上 C B A

10～20% 経過観察 C B

10%未満 経過観察 経過観察 経過観察

社会的影響度（氾濫時の影響等）
対策の優先度
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